








































生徒も臆せず考えを出しあい、 「私」に関する内容については、生徒間で解釈を整理することができた。Ｋに関しては、生徒各自の考えや根拠、その考えに対する疑問や反論、等、次々に発言が続き、生徒主導で話し合いが展開した。生徒たちがＫについて考えを出しあったのは「Ｋの覚悟」 「死の理由」 「死を決意した時期」 「Ｋの人物像」 「Ｋの﹃私﹄への思い」等である。終わりに感想文を書かせたが、十二名がＫの生き方や心情を 察していた。授業での議論を踏まえて 自らの見方を捉え直し、文章をまとめてい 者 多い。本年度の授業は生徒の力量に助けられたことによ が、生徒主導で活発に展開することができ、単元全体を生徒主体 進 る授業実践の原点になるものであった。　
十五年度は、尾道北高校二年生三、四組（文系・三十名）に対し





































































































づき（このように内容を理解したということ・表現面、内容面などで、心に感じ取ったこと） 」 「疑問点（疑問点を挙げるとともに、グループでの見解もまとめておくこと） 」を整理するものである。　
ほとんどの生徒は、各グループの話し合いによく参加していた
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︻否定的︼○死を選ぶより他に方法はなかったのか 「私」はＫの死という事実を背負い続けて生きていかなければならな 。○Ｋは自分勝手である。○Ｋは小さい人間である。 「私」を苦しめてやろうという思いがあったのではないか。その思いを死という取り返しがつかないこ で「私」に すりつけた。︻理由︼○現実と理想との間で揺れ、現実に流れかけていた自分をダメだと思ったから。自分の恋はかなわないと知り、現実に二度と流されないよ





○恋は互いの関係を崩してしまう厄介なものだ。恋のためなら友情さえ犠牲にするとい 気持ちは現代にも通用する。○Ｋは恋によって 分が自分でわからなくなっている。Ｋの心ではなく、まるでお嬢さんの中にある闇というか、暗い心がＫの心の中に入った。○強い信条を持っていたＫの恋心だったからこそあまりにも一途すぎる恋に ってしまった。○誰かを思う重み、好き な 難しさ。人生を変えてしまう。○お嬢さんへ 恋心が、Ｋの信念をあっけなく崩してしまった。ｄ
 　「私」のＫへの対応について︿Ｋに対する「私」の態度については批判的である。 ﹀
○Ｋが恋の気持ちを告白した時 「私」も自分の気持ちを打ち明けるべきであった。○ 「私」は自 のことしか考えない、Ｋ 気持ちをもっと考えて行動すべき。ｅ
 　「私」の心、人間の心、エゴイズム 多くの生徒が「私」のエゴイズムを自身に引きつけて考え、人間らしさを感じていた。 ﹀
○ 「私」のしたことはひどいが、自分が「私」の立場だ たら同じように抜け駆けするかもしれない ○ 「私」のＫに対する裏切りは、 間 汚い部分のあらわれである。自分の利益のために人道に反する行動を平気でとることができる自己中心的な性質は人間の一番人間くさいところ。○の心の複雑さ。もろさ。微妙さ。繊細さ。弱さ。卑怯さ。欲 ため、利益のためだけに行動。身近に感じる。
 ○自分のことしか考えなかった「私」




















































⑦を本年度加えた。 ） たものに耐えられず自ら命を絶った弱い人間である。○人間関係の難しさ。○Ｋと「私」はお嬢さんをはさんだ二者対立構図であり、バランスを崩せば双方破壊されるものであった。人が当 り前のように持つ幸福への願望と、その願望が衝突した時の行く末 書き、人の愚かさと人が生まれながらに持つ願望の罪深さを説いている。














































































 本文中の該当箇所（ 「私」の行動や思い） あげる。 ︿ページ・上下・行











かった理由については、どのグループも本文 即 、Ｋ 強さを感じたことや無口で恋などに興味のないようなＫの突然の告白 よる驚き、衝撃、動揺、 あげている 「私」が少し落ち着いた時の「私は当然自分の心をＫに打ち明けるべきはずだと思いました。 」を
1グループがあげ、③は「Ｋの自白に一段落がついているので、ま






を「お嬢さんへの気持ちをＫに告白するタイミングを失い、今言い出すには不自然であり、その状況を自ら打破することができなかったから。 」としていた。　「 ﹃精神的に向上心のない者はばかだ。 ﹄と言い放ちました。 」 「私はその一言で、Ｋの前に横たわる恋の行く手 ふさごうとしたのです。 」 「私はそうした態度で、狼のごとき心を罪のない羊に向けたのです。 」の同場面における箇所をそれぞれ
1グループがあげている。




「私はこの場合もあるいは彼にとって例外ではないの もしれないと思い出し のです。 」に対してはＫの例外を理解 べきだったとし、③については「覚悟」の解釈で得意を失ったことを挙げている。 「私は突然﹃奥さん、お嬢さんを私にください。 ﹄と言いました。 」について「②Ｋに、私もお嬢さんのことが好きだというこを伝えてから行動すればよかった。 」のに 「③お嬢さんへの恋に関しては、決してＫには譲 なかった・Ｋが自分より強い からできなかったという考えを述べ いる。 は﹃ええ治りました、治りました。 ﹄ 答え 取りあげ、 「② ﹃治りませ 看病して下さい。 ﹄と言えば看病してもらえた。 」とし ものもあった。　「私」とお嬢さんとの結婚を知った後、 「私」の体調を気づかうＫ




いて謝りたくなったのです。 」 「私の自然はすぐそこでくい止められてしまったのです。 」の箇所である。②については「その気持ちを行動に移し 、自分のお嬢さんへの気持ちをＫに打ち明けるべきだった」 「私を気づかってくれたＫに対してすぐそ 場で奥さんにお嬢さんが好きだと告白したことを謝るべき」 「謝るか、何があったかを説明すればよか 。 」 「Ｋを外に連れ出して二人で話せばよかっ 。 」 「いつでもよいから、どこか タイミングで、Ｋに謝るべきだった。 」と考え、③につ ては「奥には人（奥さんとお嬢さん）がいた」こと「自分の信用を崩す事態になるかもしれない」こ「卑怯な自分を知られたくなかった」ことを押さえていた。　
１の③について考えることで全体を通して叙述を振り返ることが










 普段、謎めいていて、つかみど ろのな Ｋを要塞 表現していて、その要塞がこのとき無防備であることがよく分か なあと思う
㋐

























 そうして振り返って、襖にほとばしって る血潮 初めて見た です。
㋑リアルさが伝わってくるから。　
漱石の叙述の特徴と 、すぐれ 比喩表現があげられる。生徒





















だグループで担当し 箇所 ついては精緻な読みをす が それ以外の箇所はおろそかになることがある。グループ発表や意見交換の






まさに「漱石作品の読み手に応じた多面性 を実感した。松浦寿輝氏が﹃官能の哲学﹄において﹃こゝろ﹄や﹃明暗﹄について「漱石の筆が運動しつつある、その﹃今﹄の現場には 過誤も思 違いも混同も意識せざる誇張も自家撞着も裏切りも、何 かもがいちどきに呼び込まれえたのであり、またそうし 人間的ないい加減さ
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